
 

  

    

第

59

期
通
常
総
会
に
お
き
ま
し

て
、
新
た
に
２
名
の
方
が
理
事
と
し
て

選
任
さ
れ
、
就
任
い
た
し
ま
し
た
。 

 

㈱
ミ
ム
ラ
ア
ン
ド
ア
ソ
シ
エ
イ
ツ 

三
邨 

豊
久 

理
事 

         

Ｋ
Ａ
Ｋ
Ｕ
．
Ｕ
Ｃ
Ｈ
Ｉ
． 

増
田
裕
一
郎 

理
事 

新
理
事
紹
介 

Ｎ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｎ
Ｏ

                  

昨
年
５
月
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
２
類
か
ら

５
類
に
さ
れ
ま
し
た
が
、
重
症
化
率
は
低
下
し
た
も

の
の
、
感
染
症
は
終
息
し
て
お
ら
ず
油
断
で
き
な
い

状
況
で
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
す
が
本
総
会
は

皆
様
の
お
顔
を
拝
見
し
な
が
ら
の
対
面
方
式
で
開
催

し
ま
し
た
が
、
慎
重
を
期
し
て
懇
親
会
は
行
わ
な
い

こ
と
に
し
ま
し
た
の
で
、
ご
理
解
く
だ
さ
い
。 

 

昨
年
度
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ

イ
ナ
侵
略
や
中
東
で
の
戦
闘
が
激
化
し
、
円
安
に
よ

り
輸
入
価
格
の
上
昇
に
よ
る
物
価
高
と
な
り
、
日
本

経
済
は
大
き
な
影
響
を
受
け
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な

経
済
が
不
安
定
の
時
は
、
お
客
様
の
買
い
控
え
や
購

買
意
欲
が
低
下
し
、
私
達
の
よ
う
な
中
小
の
商
店
は

大
き
な
打
撃
を
受
け
ま
し
た
。
更
に
私
達
商
店
会
を

取
り
巻
く
環
境
は
厳
し
く
、
後
継
者
不
足
・
人
出
不

足
、
仕
入
れ
材
料
や
人
件
費
の
高
騰
な
ど
先
行
き
が

不
安
定
で
個
人
で
の
対
応
は
難
し
く
、
組
合
の
役
割

が
重
要
と
な
り
ま
す
。 

  

第

59

期
（
令
和
５
年
度
）
は
コ
ロ
ナ
感
染
症
が
５

類
に
移
行
さ
れ
た
が
、
収
束
に
は
至
っ
て
お
ら
な
い

が
、
雇
用
や
企
業
の
生
産
活
動
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
回

復
な
ど
経
済
は
前
向
き
に
動
き
だ
し
た
。
し
か
し
円
安

や
海
外
の
紛
争
等
が
影
響
し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
高
騰
や

物
価
高
に
よ
り
、
私
達
の
生
活
を
直
撃
し
、
個
人
消
費

は
厳
し
い
状
態
で
あ
っ
た
。 

当
組
合
も
年
度
当
初
計
画
し
た
事
業
や
行
事
を
コ
ロ

ナ
の
蔓
延
防
止
を
講
じ
つ
つ
実
施
し
た
。
２
年
続
け
て

実
施
し
た
「
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
事
業
」
は
長
野
市
か

ら
の
助
成
金
が
大
幅
に
減
額
さ
れ
た
が
、
他
の
事
業
の

節
約
や
見
直
し
を
実
施
し
た
結
果
、
お
客
様
は
も
と
よ

り
会
員
の
皆
様
か
ら
絶
賛
さ
れ
、
長
野
駅
前
周
辺
の
賑

わ
い
創
出
に
貢
献
し
た
。 

 

１
．
駐
車
場
事
業 

駐
車
場
収
入
は
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
発
症
前 

に
回
復
し
た
。 

駐
車
台
数 

３
１
，６
７
５
台 

（
対
前
年
１
０
２･

７
％) 

 

駐
車
料
金 

１
２
，９
２
３
千
円
（
対
前
年
１
１
３･

８
％) 

２
．
テ
ナ
ン
ト
事
業 

う
ら
ん
貸
付
事
業 

３
．
第

25

回
如
是
姫
ま
つ
り 

10

月
８
日
㈰
善
光
寺
御
住
職
を
御
導
師
に
招
き
、 

昨
年
同
様
顕
彰
式
の
み
実
施
。 

 

御
導
師 

善
光
寺
大
勧
進 

栢
木
寛
照 

貫
主 

善
光
寺
式
衆
、
ご
来
賓
、
末
広
町
役
員
、
実
行
委
員 

４
．「
末
広
町
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
」
事
業 

会
員
支
援
と
末
広
町
商
店
街
へ
の
誘
客
を
目
的
に 

「
末
広
町
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
事
業
」
を
実
施 

・
実
施
期
間 

令
和
５
年

12

月
１
日
～
令
和
６
年
１
月

31

日 

・
発
行
冊
数 

９
６
８
冊
（
９
，６
８
０
枚
）
発
行 

・
換
金
枚
数 

９
，５
９
７
枚
（
換
金
率

99･

１
％
） 
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当
組
合
は
、
昨
年
度
コ
ロ
ナ
感
染
防
止
を
講
じ
つ

つ
事
業
を
行
い
経
済
回
復
の
努
力
を
行
い
ま
し
た
。 

 

長
年
続
い
て
お
り
ま
す
「
如
是
姫
ま
つ
り
」
は
稚

児
行
列
参
加
の
希
望
が
あ
り
ま
し
た
が
、
子
供
さ
ん

が
対
象
に
な
り
ま
す
の
で
感
染
防
止
の
た
め
実
施
せ

ず
、
前
年
同
様
善
光
寺
御
住
職
を
御
導
師
に
お
迎
え

し
顕
彰
式
の
み
行
い
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
一
昨
年
か
ら
実
施
し
て
い
ま
す
「
プ
レ
ミ

ア
ム
商
品
券
」
事
業
は
長
野
市
か
ら
の
助
成
金
が
大

幅
に
減
額
さ
れ
ま
し
た
が
、
日
頃
私
達
商
店
会
を
ご

利
用
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
お
客
様
の
感
謝
の
意
味

と
、
会
員
の
お
店
の
ご
支
援
を
目
的
に
実
施
し
、
お

客
様
は
も
と
よ
り
、
会
員
の
皆
様
か
ら
お
喜
び
の
言

葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

さ
て
、
私
達
商
店
会
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
先
日

発
表
さ
れ
た
「
長
野
駅
前
Ｂ―

１
地
区
再
開
発
」
は

県
都
玄
関
口
の
新
し
い
顔
と
し
て
大
き
な
期
待
を
し

て
い
ま
す
が
、
反
面
来
年
秋
に
オ
ー
プ
ン
す
る
「
イ

オ
ン
モ
ー
ル
須
坂
」
は
私
達
長
野
市
の
中
心
市
街
地

で
商
売
を
営
む
者
に
と
っ
て
は
脅
威
で
す
。
イ
オ
ン

モ
ー
ル
須
坂
の
面
積
は
県
内
最
大
で
、
商
業
圏
内
は

長
野
市
や
須
坂
市
だ
け
で
な
く
北
信
地
方
は
も
と
よ

り
、
上
田
市
や
新
潟
県
上
越
市
ま
で
を
予
想
さ
れ
て

い
る
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
私
達
長
野
市
内
中
心

市
街
地
商
店
と
し
て
は
「
イ
オ
ン
モ
ー
ル
須
坂
」
に

来
た
お
客
様
を
い
か
に
中
心
市
街
地
に
立
ち
寄
っ
て

頂
け
る
よ
う
、
交
通
シ
ス
テ
ム
の
構
築
や
大
型
店
に

は
出
来
な
い
「
魅
力
あ
る
小
店
」
や
「
若
い
人
が
集

ま
る
施
設
」
の
誘
致
な
ど
を
考
え
実
行
し
て
行
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

 

そ
の
た
め
に
は
、
個
々
の
力
は
限
界
が
あ
り
ま

す
。
一
人
の
力
は
弱
い
で
す
が
、
皆
で
力
を
合
わ
せ

る
こ
と
に
よ
り
大
き
な
力
が
発
揮
さ
れ
ま
す
。 

人
々
が
楽
し
め
る
商
店
会
づ
く
り
を
皆
さ
ん
と
一
緒

に
行
い
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
、
挨
拶
と
し
ま
す
。 

第
59
期
事
業
報
告 

開
催
日
時
＝
令
和
６
年
５
月

29

日
㈬ 

開
催
場
所
＝
宴
席 

油
や 

会 

員 

数
＝

70

名 

出 

席 

者
＝
出
席

24

名 

委
任
状

32

名 

理
事
長
挨
拶 

協
同
組
合
ナ
ガ
ノ
駅
前
セ
ン
タ
ー 

理
事
長 

中
島 

克
文 

第

10

回
目
と
な
る
Ｎ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｎ

Ｏ
善
光
寺
よ
さ
こ
い
（
ナ
ガ
ノ
駅
前

セ
ン
タ
ー
共
催
）
が
、
中
央
通
り
と

長
野
駅
前
広
場
を
中
心
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。 

ま
た
、
大
型
連
休
中
は
長
野
花
回

廊
、
獅
子
舞
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
も
開

催
さ
れ
、
連
休
中
の
観
光
客
の
方
々

に
楽
し
ん
で
頂
け
る
連
休
と
な
り
ま

し
た
。 

長
野
県
中
小
企
業
団
体 

中
央
会 

表
彰 

中
島
克
文
氏
が
受
賞 

令
和
６
年
５
月

23

日 
 

永
年
、
長
野
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会
の

理
事
と
し
て
貢
献
し
た
功
績
に
よ
り
５
月

23

日
の
通
常
総
代
会
の
席
上
、
中
島
理
事
長
が

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。 

本
日
は
大
変
お
忙

し
い
中
、
第

59

期
ナ

ガ
ノ
駅
前
セ
ン
タ
ー

通
常
総
会
に
ご
出
席

い
た
だ
き
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。 

末
広
町
ト
ピ
ッ
ク
ス 

令
和
６
年
度 

末
広
町
定
時
総
会
開
催 

開
催
日
時
＝
令
和
６
年
５
月

29

日
㈬ 

開
催
場
所
＝
宴
席 

油
や 

会 

員 

数
＝

70

名 

出 

席 

者
＝
出
席

24

名 

委
任
状

32

名 

５
月

29

日
、
末
広
町
定
時
総
会
が

開
催
さ
れ
、
提
案
さ
れ
た
議
案
は
全
て

承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

総
会
資
料
は
ナ
ガ
ノ
駅
前
セ
ン
タ
ー

に
備
え
付
け
て
あ
り
ま
す
。
ご
希
望
の

方
は
事
務
局
で
閲
覧
し
て
く
だ
さ
い
。 

Ｎ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｎ
Ｏ
善
光
寺
よ
さ
こ
い 

10
第  

回
記
念 

10 



 
  

１
．
販
売
促
進
事
業 

⑴
会
員
の
た
め
の
販
売
促
進
事
業 

⑵
各
種
団
体
と
協
賛 

２
．
教
育
情
報
事
業 

⑴
「
如
是
姫
だ
よ
り
」
の
継
続
発
行 

⑵
各
種
団
体
主
催
の
講
演
会･

研
修
会
へ
の
参
加 

⑶
ミ
ニ
講
演
会
の
開
催 

                           

      

事
が
少
し
わ
か
る
様
に
な
り
ま
し
た
。 

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
い
た
と
き
思
っ
た

事
は
ス
タ
ー
バ
ッ
ク
ス
を
日
本
に
呼
び

た
い
、
も
う
一
つ
、
自
分
の
街
を
英
語

で
自
慢
で
き
る
様
に
な
り
た
い
っ
て

思
っ
た
ん
で
す
。
長
野
の
事
を
何
も
知

ら
ず
説
明
で
き
な
か
っ
た
の
で
な
ん
と

か
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。 

ま
ず
、
ス
タ
ー
バ
ッ
ク
ス
に
つ
い

て
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
は
家
族
で
楽
し

め
る
ス
タ
ー
バ
ッ
ク
ス
と
い
う
カ
フ
ェ

が
あ
り
良
い
な
と
思
い
ま
し
た
。
日
本

      

千
葉
中
局
で
は
郵
便
の
集
配
業
務
、

ハ
ガ
キ
の
仕
分
け
機
は
当
時
と
し
て
は

最
新
型
の
機
械
で
し
た
が
運
用
に
関
わ

り
ま
し
た
。
自
動
で
番
号
を
読
み
込
ん

で
郵
便
番
号
毎
仕
分
け
ま
す
が
読
み
取

れ
な
い
物
は
人
力
で
仕
分
け
ま
す
し
、

不
具
合
が
あ
る
時
は
都
度
調
整
し
な
が

ら
対
応
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
妻

が
長
野
県
出
身
だ
っ
た
縁
も
あ
り
長
野

実
施
日
：
令
和
６
年
４
月
３
日
㈬ 

講 

師
：
ダ
ン
ス
ス
タ
ジ
オ 

ブ
ロ
ー
ド
ウ
ェ
イ 

代
表 

長
野
商
工
会
議
所 

副
会
頭 

塚
田
ま
ゆ
り 

氏 

      

◇
私
の
経
歴
と
地
域
貢
献 

 

私
は
出
身
が
千
葉
県
で
、
郵
便
局
に

入
っ
た
時
も
初
任
地
は
千
葉
中(

な
か)

郵
便
局
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
そ

の
後
、
千
葉
茂
原
、
長
野
中
条
、
戸
隠

長
野
駅
前
１
回
目
、
若
槻
、
川
中
島
駅

前
、
長
野
駅
前
２
回
目
、
と
勤
務
し
て

ま
い
り
ま
し
た
。 

      

◇
全
て
の
出
会
い
に
感
謝 

 

母
親
が
バ
レ
エ
教
室
を
や
っ
て
い
ま

し
た
が
大
学
の
時
色
々
考
え
た
末
ダ
ン

ス
の
道
に
進
み
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
留

学
し
ま
し
た
。
そ
の
ま
ま
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
で
暮
ら
そ
う
と
考
え
て
い
ま
し
た
が

母
親
の
帰
国
命
令
も
あ
り
長
野
に
戻
っ

て
来
ま
し
た
。
戻
っ
て
直
ぐ
長
野
青
年

会
議
所
に
入
り
ま
し
て
１
９
９
８
年
に

は
び
ん
ず
る
祭
り
の
担
当
委
員
長
を
や

る
事
に
な
り
、
こ
の
経
験
を
経
て
街
の 

※
総
会
資
料
は
ナ
ガ
ノ
駅
前
セ
ン
タ
ー
事
務
局
に
備
え
付
け
て
あ
り
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
、
事
務
局
で
閲
覧
し
て
く
だ
さ
い
。 

ナガノ駅前センター 如是姫だより (2) ナガノ駅前センター 如是姫だより (3) 

５
．
主
な
活
性
化
事
業 

・
善
光
寺
口
商
店
会
理
事
長
会
議
（
４
回
） 

・
パ
ル
セ
イ
ロ
活
性
化
委
員
会
（
毎
月
１
回
） 

・
善
光
寺
よ
さ
こ
い 

 

・
荻
原
長
野
市
長
へ
の
陳
情
と
懇
談
会 

６
．
環
境
整
備
事
業 

・
ウ
ェ
ス
ト
プ
ラ
ザ
長
野
前
の
市
道
（
歩
道
） 

プ
ラ
ン
タ
ー
６
基
に
花
植
栽
（
４
回
） 

・
末
広
町
一
斉
清
掃
（
５
月
・

10

月
） 

７
．
教
育
情
報
お
よ
び
広
報
事
業 

・
会
員
意
見
交
換
会
（
２
回
） 

・
ミ
ニ
講
演
会
（
５
回
） 

・
ナ
ガ
ノ
駅
前
セ
ン
タ
ー
ニ
ュ
ー
ス｢

如
是
姫
だ 

よ
り
」
５
回
発
行 

８
．
理
事
会 

・
定
例
理
事
会
（
毎
月
１
回
） 

９
．
通
常
総
会 

第

58

期
通
常
総
会 

５
月

30

日 

当
日
出
席
者

24

名
、
委
任
状

27

名 

 

令和５年度 収支決算 

● 貸借対照表 ● 

  

昨
年
度
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
は
５
類
に
引

き
下
げ
ら
れ
、
そ
の
後
感
染
症
自
体
は
や
や
落
ち

着
き
ま
し
た
が
、
逆
に
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
感
染
症

が
ま
ん
延
し
け
っ
し
て
安
心
で
き
る
状
態
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
国
内
も
人
の
流
れ
が
活
発
化
し
、

特
に
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
人
の
流
れ
が
活
発
化
し
て

お
り
、
県
内
ま
で
観
光
で
訪
れ
る
外
国
人
の
多
さ

は
目
を
見
張
る
も
の
あ
る
。 

ま
た
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
が
続
い
て
い

る
中
、
昨
秋
か
ら
パ
レ
ス
チ
ナ
と
イ
ス
ラ
エ
ル
の

紛
争
が
勃
発
し
世
界
に
さ
ら
に
大
き
な
影
響
を
与

え
て
い
ま
す
。
日
本
も
円
安
の
流
れ
が
止
ま
ら
ず

物
価
も
高
騰
を
続
く
中
、
今
年
度
の
賃
金
ア
ッ
プ

の
方
針
は
広
が
り
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
影
響

は
見
え
て
く
る
か
は
不
確
実
の
状
況
で
す
。 

当
組
合
を
取
り
巻
く
商
業
環
境
も
、
「
イ
オ
ン

モ
ー
ル
須
坂
（
仮
称
）
」
が
２
０
２
５
年
秋
に
開
業

が
決
ま
り
建
築
工
事
に
着
手
し
た
の
を
初
め
、
「
中

央
通
り
西
地
区
の
ま
ち
づ
く
り
」
「
ア
ゲ
イ
ン
や
も

ん
ぜ
ん
プ
ラ
ザ
」
の
跡
地
活
用
等
の
他
、
当
組
合

に
直
接
関
係
し
て
い
る
中
心
市
街
地
の
「
長
野
駅

前
Ｂ―

１
地
区
市
街
地
再
開
発
」
の
都
市
計
画
決

定
が
告
示
さ
れ
る
と
い
う
大
き
な
課
題
が
山
積
し

て
い
ま
す
。 

こ
の
よ
う
な
時
期
を
迎
え
て
当
組
合
と
し
て

は
、
足
腰
の
強
靭
化
を
図
り
、
金
沢
駅
～
敦
賀
駅

間
が
開
業
し
た
北
陸
新
幹
線
の
全
列
車
が
停
車
す

る
長
野
駅
周
辺
の
将
来
の
基
礎
作
り
を
す
る
こ
こ

２
～
３
年
が
最
重
要
な
年
と
考
え
て
い
ま
す
。 

諸
先
輩
方
が
築
い
た
確
固
た
る
地
盤
の
上
に
立

ち
、
お
互
い
に
助
け
あ
い
、
競
い
合
っ
て
、
皆
が

一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
み
、
組
合
の
団
結
と
組
織

の
強
化
に
よ
り
健
全
な
運
営
を
図
る
た
め
、
次
の

事
業
を
行
う
。 

第
60
期
事
業
計
画 

資 産 合 計 110,474,611 円 

● 損益計算書 ● 

9,990,144 円 負債の部 合計 

純資産の部 

100,484,467 円 
純 資 産 の 部 
合 計 

110,474,611 円 
負 債 及 び 
純 資 産 合 計 

22,431,276 円 

助 成 金 収 入 

 

当 期 純 利 益 

 

合  計 

14,380,483 円 駐 車 場 収 入 11,075,639 円 事 業 費 用 

4,224,000 円 テナント事業収入 9,177,820 円 販売費及一般管理費 

246,500 円 賦 課 金 収 入 641,058 円 法人税･住民税･事業税 

3,545,000 円 1,536,759 円 

35,293 円 事 業 外 収 入 

22,431,276 円 合  計 

資産の部 負債の部 

流 動 資 産 
固 定 資 産 等 

14,439,759 円 
96,034,852 円 

1,794,004 円 
8,196,140 円 

流 動 負 債 
固 定 負 債 

 

ナ
ガ
ノ
駅
前
セ
ン
タ
ー
ミ
ニ
講
演
会 

県
内
の
郵
便
局
で
勤
務
す
る
様
に
な
り

ま
し
た
。
中
条
局
で
は
保
険
、
貯
金
業

務
に
も
携
わ
る
様
に
な
り
仕
事
の
幅
が

広
が
り
ま
し
た
。
戸
隠
局
で
は
管
内
の

蕎
麦
屋
さ
ん
の
商
品
発
送
業
務
が
大
き

な
仕
事
で
局
と
蕎
麦
屋
さ
ん
を
往
復
し

て
い
た
記
憶
が
あ
り
ま
す
。 

１
回
目
の
長
野
駅
前
局
で
は
郵
政
民

営
化
が
実
行
さ
れ
た
時
で
し
た
。
局
内

で
「
民
営
化
担
当
」
的
な
役
割
も
任
さ

れ
て
お
り
変
更
に
な
っ
た
事
柄
を
局
内

に
浸
透
さ
せ
る
仕
事
も
あ
り
中
々
大
変

な
時
期
で
し
た
。
若
槻
局
で
は
初
め
て

局
長
と
し
て
勤
務
し
ま
し
た
。
い
わ
ゆ

る
地
域
活
動
は
こ
の
頃
か
ら
関
わ
り
始

に
帰
っ
て
来
た
ら
す
で
に
日
本
に
は
あ

り
ま
し
た
が
長
野
に
は
無
か
っ
た
。
先

輩
に
相
談
し
た
ら
長
野
冬
季
五
輪
の
時

に
ス
タ
ー
バ
ッ
ク
ス
店
出
し
て
た
よ

ね
？
と
い
う
話
か
ら
、
５
０
０
０
名
の

署
名
を
集
め
て
ス
タ
ー
バ
ッ
ク
ス
コ
ー

ヒ
ー
ジ
ャ
パ
ン
の
社
長
に
お
願
い
す
る

と
こ
ろ
ま
で
持
っ
て
い
き
ま
し
た
。
そ

の
後
１
～
２
年
掛
か
り
ま
し
た
が
長
野

１
号
店
が
で
き
ま
し
た
。 

自
分
の
街
を
紹
介
し
た
い
と
い
う
話

は
長
野
を
紹
介
す
る
辞
書
、
本
の
様
な

物
が
あ
る
と
良
い
な
と
当
時
の
市
長
と

商
工
会
議
所
会
頭
に
街
検
定
と
い
う
仕

組
み
も
出
始
め
て
い
て
新
幹
線
金
沢
延

伸
も
あ
る
し
ど
う
で
し
ょ
う
か
と
話
し

ま
し
た
ら
、
わ
か
っ
た
と
、
長
野
市
と

商
工
会
議
所
か
ら
費
用
を
頂
き
Ｎ
Ａ
Ｇ

め
た
と
思
い
ま
す
。
川
中
島
駅
前
局
で

は
川
中
島
駅
前
の
ロ
ー
タ
リ
ー
の
花
壇

の
整
備
や
ロ
ー
タ
リ
ー
を
使
用
し
て
盆

踊
り
を
運
営
す
る
グ
ル
ー
プ
が
あ
り
ま

し
て
そ
こ
に
入
会
し
て
綿
あ
め
の
作
り

方
始
め
色
々
と
教
え
て
頂
き
ま
し
た
。

参
加
の
話
を
し
た
時
は
「
そ
ん
な
こ
と

言
っ
て
き
た
局
長
さ
ん
い
な
い
よ
」
と

驚
か
れ
ま
し
た
が
、
地
域
と
関
わ
る
事

が
出
来
た
事
は
プ
ラ
ス
だ
っ
た
と
考
え

て
い
ま
す
。
５
月

26

日
の
末
広
町
の

清
掃
活
動
に
郵
便
局
長
会
メ
ン
バ
ー
と

参
加
し
ま
し
た
が
他
局
の
局
長
さ
ん
も

積
極
的
に
こ
う
い
っ
た
活
動
に
関
わ
っ

て
お
ら
れ
ま
す
。
今
後
も
積
極
的
に
参

Ａ
Ｎ
Ｏ
検
定
実
行
委
員
会
を
立
ち
上
げ

事
業
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
検
定
の
実

施
や
公
式
テ
キ
ス
ト
ブ
ッ
ク
の
発
行
、

子
供
の
頃
か
ら
学
ぶ
事
が
大
事
だ
と
考

え
て
い
た
の
で
ジ
ュ
ニ
ア
検
定
制
度
も

作
り
ま
し
た
。 

新
型
コ
ロ
ナ
が
流
行
し
始
め
て
女
性

の
生
理
と
貧
困
に
つ
い
て
話
が
出
始
め

て
い
ま
し
た
。
当
初
、
生
理
に
つ
い
て

公
に
の
せ
る
っ
て
ど
う
な
ん
だ
ろ
う
と

思
う
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
し
た
が
、
簡
単

に
言
え
る
理
解
し
て
も
ら
え
る
時
代
に

し
な
け
れ
ば
と
考
え
、
募
金
を
集
め
る

な
ど
の
活
動
を
し
て
来
ま
し
た
。 

長
野
働
く
女
性
会
議
に
つ
い
て
で

す
。
会
議
の
目
的
が
２
つ
。 

一
つ
は
大
き
な
会
社
だ
と
上
司
と
対

話
で
き
る
方
が
い
な
い
と
言
う
事
が
分

加
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

◎
理
事
よ
り
尾
登
局
長
へ
質
問 

Ｑ 

千
葉
か
ら
長
野
に
移
ら
れ
て
感
じ

た
事
は
？ 

Ａ 

街
の
開
発
と
い
う
点
で
、
長
野
は

「
点
」
で
は
良
い
所
が
多
々
あ
る
が
、

点
と
点
が
結
ば
れ
て
い
な
い
印
象
が
あ

り
ま
す
。
そ
こ
が
上
手
く
繋
が
れ
ば

も
っ
と
良
く
な
る
の
か
な
と
思
い
ま

す
。 

か
っ
た
の
で
取
り
敢
え
ず
女
性
た
ち
だ

け
で
話
せ
る
場
が
あ
る
と
良
い
ね
と
言

う
の
が
一
つ
。 

も
う
一
つ
は
自
分
た
ち
の
思
い
や
考

え
を
語
る
場
を
作
る
事
。
実
際
す
ご
く

優
秀
な
人
が
い
ま
す
、
そ
の
子
達
が
考

え
す
ぎ
て
意
見
を
主
張
し
な
い
と
社
会

全
体
が
落
ち
て
い
く
そ
れ
が
す
ご
く
勿

体
な
い
。
ど
ん
ど
ん
取
り
入
れ
て
発
信

し
て
い
く
場
を
作
る
の
が
長
野
働
く
女

性
会
議
。
長
野
で
も
若
い
女
性
が
進
学

で
大
都
市
へ
行
き
そ
の
ま
ま
帰
っ
て
こ

な
い
、
自
分
の
生
徒
で
も
い
る
の
で
す

が
長
野
の
人
は
貴
女
達
を
応
援
す
る
よ

と
言
う
イ
メ
ー
ジ
を
植
え
付
け
た
い
。 

以
上
活
動
し
て
き
た
こ
と
を
お
話
し

し
ま
し
た
が
、
色
々
と
や
っ
て
み
る
事

が
大
事
な
の
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

⑷
会
員
意
見
交
換
会
の
開
催 

⑸
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
情
報
の
発
信 

３
．
活
性
化
事
業 

⑴

10

月

13

日
㈰
「
如
是
姫
ま
つ
り
」
の
実
施 

⑵
各
種
団
体
が
主
催
す
る
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加 

⑶
「
善
光
寺
口
商
店
会
」
連
携
と
活
動
の
推
進 

４
．
健
全
経
営
基
盤
の
確
立 

⑴
新
型
コ
ロ
ナ
蔓
延
防
止
対
策 

⑵
経
費
の
削
減 

事
業
計
画
の
要
点 

第 3 号議案 【債務保証限度額及び借用限度額】 

 ・借入金額の限度額  2,000 万円 

 ・１組合員に対する貸付又は 1 組合員のためにする債務保証の金額の限度額 ―――→ 出資金の範囲内 
 
第 4 号議案 【役員報酬】 

 年間 900 千円以内 

 （役員 年間 850 千円以内） （監事 年間 50 千円以内） 
 
第 5 号議案 【賦 課 金】 

組合の健全経営の柱は、会員の会費と組合事業から成り立っているが、主たる収入源の駐車場経営は 

先行き厳しく、現在収入源は駐車場収入の他はテナント貸付事業のみですが、皆様のご協力により収支 

のバランスを維持している状況です。 

賦課金の見直しについては、平成 18 年度の総会で承認されましたが、金額について現在検討中です。

今後更に検討し、会員個々に提示したいと考えている。 

◎金額が決定するまでは、今まで通りとします。 

なお、賦課金は 6 月に徴収します。また、徴収後退会しても返金致しません。 
 
第６号議案 【定款変更】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第７号議案 【役員改選】 

現在の役員は本日を以って任期満了となるので、役員の改選を行いました。 

〔理 事〕中島 克文  柏木久仁昭  塩沢 勝重  田中 嘉昭  塩沢  均 

北村 泰邦  三邨 豊久  増田裕一郎 

〔監 事〕北村 倢一  北村 文男 

※総会終了後、臨時理事会を開催。代表理事に中島克文、副理事長に柏木久仁昭を選出。 
 
弟８号議案 【そ の 他】 

第５９期通常総会 提出議案（３号～８号） 

変 更 後 変 更 前 

(役員の定数) 
第25条 役員の定数は、次のとおりとする。 
⑴ 理事 ６人以上９人以内 
⑵ 監事 １人又は２人 

(役員の定数) 
第25条 役員の定数は、次のとおりとする。 
⑴ 理事 ４人以上６人以内 
⑵ 監事 １人又は２人 

(員外理事) 
第 27 条 理事のうち、組合員または組員た
る法人の役員でない者は、２人を超えるこ
とができない。 

(役員の要件) 
第 27 条 本組合の役員は、組合員または法
人の役員でなければならない。 
 

実
施
日
：
令
和
６
年
６
月
４
日
㈫ 

講 

師
：
長
野
駅
前
郵
便
局
長 

尾
登 

繁
康 

氏 


